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        自主的行動  

                              校長 黒田 宏一  

 記録的な猛暑の続いた夏休みも終わり、ここに来て秋の気配を感じる今日この頃となりました。

学校にも生徒の元気な顔や声と共に活気が戻って参りました。  

 そんな暑い夏休みのとある日、知り合いの友人に頼まれ教員採用試験を目指している男子大学

生と会う機会がありました。「試験準備をどうすれば良いかアドバイスをして欲しい。」という

のがその主旨でした。ひと通り試験の準備について対話した後、中学校・高校時代のことが話題

になりました。特に関心を持ったのは高校でのことでした。彼は高校を１年の途中で中退し、高

校は卒業しなかったこと、その理由は中学生の時、見学や説明会にも行かずよく調べずにこの高

校受験を決め入学したが、その高校では自分のやりたいことができなかったこと、『高等学校卒

業程度認定試験』を受検し資格を取り、大学に進んだことを話していました。そして最後に「な

ぜ、教師を目指すことにしたのか？高校時代の経験からあまり学校に良い印象はないのではない

か？」という質問をぶつけてみました。すると彼の返事はこうでした。  

『自分のような中途半端な進路選択であって欲しくないということを伝えたいです。』  

さらに、「反面教師ということ？またそれは教師でなくても伝えられ  

るのでは？」と聞いてみると彼は、  

『様々経験しましたが、今は自分が判断・選択したのであり自分の責任です。  

自主的とかいうけれど、それは＜人のせいにしない、自分で責任を持つ＞  

ということです。そのことを教えたいし伝えたいです。そして自分はこれからも  

そのような生き方をしていきたいです。』  

ここまで話を聞いて少しほっとしました。１５～６歳の高校生の決断にしては本人のみならず

保護者や周囲の人も含め、多くの葛藤や不安・心配等があったことと思います。ですがこの経験

が自分の成長させてくれたことや自分の進路や目標を明確にできたと捉えれば無駄なことではな

かったはずです。これらを乗り越え歩みを進めていることを讃え彼と別れました。  

 

 大学生の彼の中学時代の話の様子は、３年生の皆さんが現在置かれている状況と全く同じです。

内閣府が平成２６年度に発表した「子ども・若者白書」によれば、平成２４年度中に高校を中途

退学した生徒数は年々減少しているものの全国で５１，７８１人（全体の１．５％）、ただしそ

の約４割が１年生の時という結果がでています。また、その理由は「学校生活・学業不適応」（４

０％）、「進路変更」（３３％）の２つで７割以上にのぼっており、中学生の時の進路選択をし

っかりと丁寧にしなければならないことがあらためて示されています。特に現在の多くの高校は、

様々な特色やスタイル、留学の制度やシステム等の充実度の違いなど、直接見聞きしなければわ

からない特徴も多くあります。自分の将来の目標や高校生活でどんなことを頑張りたいのか等を

よく考え、その願いを叶えてくれる高校はどこかを自分の目でしっかり確かめ進路選択をして欲

しいと思います。前述の大学生が話してくれた、中学校生活における最大の自主的判断・選択で

あり、「自分で責任を持つ」ことの大事な場面です。  

 

 ところで本校の教育目標に「自ら学び考え 自主的な行動をしよう」と第１番目にあります。

１年生も大分中学校生活に慣れてきたことと思います。また、２年生もいよいよ学校の中心とし

ての活躍が期待されています。いよいよ２学期になりました。１年の中でも最も充実した時期に

なります。１年生も、２年生も、そして３年生もそれぞれの学年の課題をよく理解し一所懸命に

取り組みながら「自分で判断し責任を持って行動する」自主性を身に付け発揮してほしいと願っ

ております。その際、大学生が語っていた自主的行動の結果に対して「人のせいにしない。」と

いう捉え方は、参考になるのではないでしょうか。  

 

 

 

 

 

一中ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：国立市ＨＰ→くにたちの教育→国立市立小中学

校へｱｸｾｽ  

  国立第一中学校  

学校だより  

平成２７年度９月号 

９月１４日発行 

国中だより 



 - 2 - 

 

９月７日（月）、新しい生徒会本部役員を選出するための立会演説会及び選挙が行われました。 

今回の選挙は会長・副会長・書記・庶務の７名を選出する選挙で、副会長以外は信任投票

となりました。どの立候補者も、「学校生活の充実」「一中生の役に立ちたい」「いじめ

のない学校生活」「生徒会活動の活性化」など、自分から積極的にかかわっていこうとす

る姿勢に満ちあふれていました。  

 この１年間頑張ってきた前期生徒会役員に代わり、今後は新役員が活動  

していくことになります。今までの生徒会が行ってきた貴重な取り組みを  

土台にしながら、さらに充実した活躍をしてくれることを期待しています。  

新 会 長：（２年１組）青木陽和  

新 副会長：（２年１組）新島瑠菜 （２年３組）古関暁典  

新 書 記：（２年３組）原屋敷紗杏  

新  庶 務：（１年１組）辻 駿行 （１年１組）中山広貴  

（１年２組）大石加奈  

 

 

 各学年の課題曲と自由曲をお知らせ

いたします。 

｛１年生｝課題曲 「夢は大空を駆ける」 

 自 由 曲  １ 組 「 新 し い 世 界 へ 」 ２ 組

「 COSMOS」     ３組「 MY 

OWN ROAD」４組「今日から明日へ」

５組「行き先」  

｛２年生｝課題曲 「時の旅人」  

自由曲 １組「ヒカリ」  ２組「YELL」 

    ３組「命あるかぎり」 ４組「輝

くために」  

｛３年生｝課題曲 「ひとつの朝」  

 自由曲 １組「決意」 ２組「友～旅立

ちの時～」  

     ３組「虹」４組「信じる」  

どのクラスも金賞目指して頑張ってく

ださい！ 

 

 

 ９月１１日（金）に２年生の校外学習があ

りました。  

天候にも恵まれ秋晴れの中、谷保駅に集合

し、各班ごとにあらかじめ計画していたプラ

ンに沿って行動してきました。  

 今年は横浜の名所を、じっくりと見学する

ことの発見と感動を実感した一日となりま

した。  

この行事は来年の修学  

旅行に生かすための、  

練習を兼ねて行いまし  

たが、全ての班がルー  

ルをしっかりと守って  

積極的に参加すること  

ができました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会役員選挙 
 

合唱コンクールの季節

です 

校外学習（２年生）  
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 おしらせ  

○外壁工事関係 外壁工事では現在大変ご迷惑をおかけしております。当初の完成予定は

１０月初旬でしたが、検査の段階で思いの外内部の腐食が大きく、大幅な修理が必要であ

ることが分かり、完成が１２月中旬まで延期されます。その期間、生徒にはなるべく迷惑

をかけないよう進めて参りますのでご理解とご協力をお願いいたします。  

○表  彰  合 唱 部 ：銅 賞 ※見事厳しい予選を突破し東京都トップ１０に入

りました。  

 [第８２回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール（東京都本選）において]  

 

 

 

 

９月 ７日（月）生徒会選挙   

  １１日（金）校外学習（２年）  

  １５日（火）～１７日（木）修学旅行（３

年）  

１８日（金）水泳指導終  

１９日（土）    

２０日（日）  

２１日（月）敬老の日  

２２日（火）国民の休日  

２３日（水）秋分の日  

２５日（金）全校朝礼  

２９日（火）スケアードストレート  

３０日（水）専門委員会（前期最終）  

１０月１日（木）中間試験１日目  

２日（金）中間試験２日目  

５日（月）中央委員会  

６日（火）進路保護者説明会（３年）  

８日（木）校外学習（１年）  

８日（木）マラソン大会（Ａ組）  

１２日（月）体育の日  

  １３日（火）中央委員会  

  １４日（水）専門委員会②  

２４日（土）合唱コンクール  

２５日（日）青少年音楽フｴステｲバル  

２６日（月）振替休業日  

９、１０月の予定 


